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	スライド 1: ３　いじめの防止のための手立て 　○　自己肯定感（self-esteem：セルフ・エスティーム）を高める指導     ・　八幡小学校らしい「児童主体の行事」「縦割り活動」を継承していくことで、「達成感」を味わ        わせるとともに、リーダーシップを育て、児童のよさを評価する場面を増やす。 　　・　学級内では個々に役割を持たせ、集団への所属感を味わせる。ほめる指導を基本にし、指導した　 　　　場合は必ずその児童のその後の変容を見届け、よい変容を評価する。 　○　児童理解と観察 　　・
	スライド 2:    　　・　学校運営協議会や青少年健全育成協議会などと連携し、健全な児童の育成に努める。 　　・　光陵ブロックの学校におけるいじめ防止の活動について、各校の情報を交換して連携を密にし、 　　　地域一体となったいじめ防止を目指す。 　　・　保護者との円滑な信頼関係を構築し、協力体制の強化・推進を図る。 　　・　学校内で解決できない事柄については、瀬戸市教育委員会に設置された第三者委員会に支援を依 　　　頼する。   ○  道徳教育の充実 　　・　道徳科を中心に学校教育活動の全てにおいて「思

